
本表紙の掲載記事に「健全な精神は、健全な肉体から」という障害者

差別につながる表現があり、障害者の方々に多大な心痛を与えましたこ

とに対し、心からお詫び申し上げます。これにより、ホームページ広報

せんなん７月号表紙掲載記事を削除させていただきした。 
今般の件を教訓に、人権が尊重される社会づくりをめざし、市民の方々

に親しまれる広報紙づくりに取り組んでまいりますので、ご理解いただ

きますようお願い申し上げます。 



総額401億2,034万円
▼一般会計：202億6,181万円
▼特別会計等：198億5,853万円

歳出（一般会計）
市が使うお金蜷

その他・6億121万円 
使用料及び手数料 
　　 3億2,260万円 

市　税 
89億6,155万円 

国庫支出金 
26億5,745万円 

　　　市債 
21億670万円 

地方交付税 
20億3,455万円 

地方譲与税 
各種交付金 
　14億830万円 

繰入金 
12億29万円 

府支出金 
9億6,916万円 

農林水産費 
1億7,038万円 

議会費 
2億8,212万円 

商工費・6,090万円 
諸支出金 
3億60万円 

予備費 
   500万円 

民生費 
70億3,674万円 

公債費 
31億5,100万円 

土木費 
28億5,463万円 

教育費 
22億2,186万円 

総務費 
16億3,257万円 

衛生費 
16億 
　156万円 

消防費 
9億4,445万円 

前年度の歳入予算（一般会計）
※総　額＝211億4,892万円
▼市税＝88億1,944万円▼市債＝35億8,000万円▼国庫支出
金＝25億7,593万円▼地方交付税＝20億2,000万円▼地方譲
与税・各種交付金＝13億5,002万円▼繰入金＝11億5,467万
円▼府支出金＝7億9,329万円▼その他＝5億1,893万円▼使
用料及び手数料＝3億3,664万円

特別会計等の内訳
※総　額＝198億5,853万円
▼国民健康保険事業特別会計＝64億3,396万円
▼老人保健特別会計＝51億1,709万円
▼介護保険事業特別会計＝30億1.054万円

▼水道事業会計＝24億2.667万円
▼下水道事業特別会計＝22億1.539万円
▼樽井地区外財産区会計＝6億5.196万円
▼汚水処理施設管理特別会計＝292万円

前年度の歳出予算（一般会計）
※総　額＝211億4,892万円
▼民生費＝66億7,713万円▼公債費＝36億4,849万円▼土木
費＝30億1,779万円▼教育費＝21億7,182万円▼総務費＝17
億8,278万円▼衛生費＝17億5,392万円▼消防費＝11億616
万円▼農林水産費＝4億2,903万円▼議会費＝3億847万円▼
諸支出金＝1億8,575万円▼商工費＝6,258万円▼予備費＝
500万円

歳入（一般会計）
蜻市に入るお金

３

今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（５月末現在）
人　口‥‥‥65,808人
男‥‥‥‥32,028人
女‥‥‥‥33,780人

世帯数‥‥‥23,883世帯

「広報せんなん」をホームページ

で閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/k

ouhou/kouhou1.htm
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盧すべてのひとが共同参画できる共生の地域づくり

笊人権尊重の社会の実現▼人権啓発事業＝754万円▼人権教育

事業＝150万円▼人権教育研究事業＝360万円▼啓発事業＝289

万円▼人権ふれあいセンターの運営＝1,297万円▼労働対策事

業＝17万円▼非核平和事業＝43万円笆男女共同参画社会の実

現▼男女共同参画施策の推進＝326万円

盪子どもがいきいきと学べる学校づくり

笊幼児教育の充実▼教育研究施策＝789万円▼学校施設整備事

業＝1億2,998万円▼教育扶助施策＝1億3,380万円笆義務教育の

充実▼語学指導等を行う外国青年招致事業＝460万円▼特色あ

る教育活動推進事業＝72万円▼総合的教育力活性化事業＝80

万円▼学校給食事業＝1億2,087万円▼進路選択支援事業＝150

万円★子どもを守るネットワーク推進事業＝423万円★学校安

全緊急対策事業＝1,760万円

蘯だれでも、いつでも、どこでも学べる社会づくり

笊生涯学習推進システムの整備▼公民館事業＝1,880万円▼図

書館事業＝6,109万円笆生涯学習社会をめざして▼成人教育事

業＝268万円▼青少年教育事業＝264万円▼青少年の健全育成

事業＝350万円▼青少年の森開設事業＝268万円▼青少年セン

ター事業＝1,660万円▼社会体育推進事業＝522万円▼体育施設

貸出事業＝5,256万円▼学校プールの一般開放＝1,750万円

盻文化・歴史を活かした豊かな心づくり

笊歴史的資産の保全と活用▼文化財保護事業＝1,077万円▼史

跡海会寺跡広場事業＝436万円▼埋蔵文化財センター事業＝

1,025万円▼市史編纂事業＝79万円笆市民文化の創造▼文化ホ

ール事業＝1,923万円

第１章・ふれあいのあるまち第１章・ふれあいのあるまち
いきがいのあるまちいきがいのあるまち

盧環境にやさしいまちの基盤づくり
笊環境問題への取り組み▼公害対策事業＝1,013万円▼塵芥処

理事業＝6億3,272万円▼し尿処理事業＝2億6,539万円▼環境整

備対策事業＝351万円▼合併処理浄化槽設置整備事業＝625万

円▼火葬場環境整備事業＝525万円

盪安全で災害に強い防災都市づくり
笊総合防災体制の確立▼溜池改修事業＝3,616万円▼河川維持

改良事業＝545万円▼防災備品の整備＝70万円▼自主防災組織

育成事業＝100万円★ハザードマップの作成＝25万円笆消防体

制の強化▼消防水利の整備＝90万円▼消防体制の整備＝7,595

万円

蘯安全で便利な地域づくり
笊公共交通機関の整備と交通安全対策▼交通安全対策事業＝

7,290万円笆防犯対策の充実▼防犯対策事業＝165万円

盻都市、自然と調和したものづくり
笊農林業の振興▼農業振興事業＝731万円▼水田農業経営確立

対策事業＝145万円★農業公園費＝1,455万円▼水路改修事業＝

792万円笆水産業の振興▼水産振興事業＝230万円

眈泉南ブランドづくり
笊工業の振興▼企業誘致促進事業＝528万円笆商業の振興▼商

工業振興事業＝1,495万円▼大型店出店対策事業＝150万円笳観

光・レクリエーションの振興▼海水浴場の開設＝11万円▼広

域観光振興事業＝55万円▼観光ガイドマップの作成＝60万円

眇充実した労働・消費生活づくり
笊労働生活の充実▼労働者定着対策事業＝4万円▼中小企業退

職金共済掛金補助事業＝150万円▼地域就労支援事業＝394万

円▼労働教育等振興対策事業＝31万円▼労働行政対策事業＝

51万円★雇用対策事業＝10万円笆消費生活の充実▼消費生活

センターの設置＝260万円▼商品量目調査の実施＝2万円▼消

費者啓発事業＝11万円

眄利便性を向上する情報ネットワークづくり
笊情報網の整備▼ＣＡＴＶ事業の推進＝1,078万円▼行政情報

ネットワーク整備事業＝2,822万円

第３章・安全なまち第３章・安全なまち
活力のあるまち活力のあるまち

★印は新規の事業です

市民体育館

泉南市消防本部

５

盧市民の健康づくり
笊保健・医療の充実▼保健対策事業＝6,743万円▼予防対策事
業＝3,854万円▼母子保健対策事業＝2,451万円▼衛生害虫駆除
対策事業＝63万円▼休日診療の業務委託＝50万円▼救急医療
施設運営事業＝110万円▼老人医療助成事業＝4億9,797万円▼
障害者医療助成事業＝8,321万円▼乳幼児医療助成事業＝6,415
万円▼ひとり親家庭医療助成事業＝3,096万円▼国民健康保険
被保険者の負担軽減＝5億5,639万円
盪ともに生きる社会づくり
笊地域福祉▼総合福祉センター事業＝9,582万円▼福祉関係団
体助成事業＝3,056万円▼戦没者遺族援護事業＝146万円▼疾患
者・り病者等援護事業＝310万円▼被災者援護事業＝30万円★
地域福祉計画策定業務＝399万円笆高齢者福祉▼ボランティア
活動対策事業＝110万円▼心配事相談事業＝13万円▼シルバー
ハウジング事業＝327万円▼小地域ネットワーク事業＝1,447万
円★「コミュニティソーシャルワーカー機能」配置促進事
業＝605万円▼自立支援サービス事業＝3,129万円▼在宅介護支
援事業＝2,282万円▼介護関連サービス事業＝1,133万円▼施設
入所対策事業＝1,347万円▼老人集会場運営事業＝2,144万円▼
（仮称）樽井第二老人集会場建設事業＝2億320万円▼いきがい
づくり推進事業＝1,581万円▼ご長寿お祝い事業＝1,100万円▼

介護保険事業の運営＝4億3,740万円▼ほっと介護相談員登録事
業＝130万円▼介護保険利用者負担軽減事業＝129万円▼ケア
マネジメントリーダー活動支援事業＝21万円笳障害者（児）
福祉▼身体障害者福祉対策事業＝1億9,455万円▼子ども支援事
業＝358万円▼知的障害者福祉対策事業＝3億6,883万円▼障害
者団体等への助成＝69万円▼障害者スポーツ推進事業＝20万
円▼精神障害者福祉対策事業＝2,267万円▼啓発事業＝12万円
▼その他の障害福祉事業＝2,321万円笘児童福祉▼公立保育所
事業＝1億7,414万円▼民間保育所対策事業＝2億139万円▼留守
家庭児童対策事業＝1,180万円▼児童扶助事業＝4億3,678万円
▼母子福祉事業＝2億7,345万円▼子育て支援事業＝398万円笙
低所得者福祉▼生活保護事業＝16億8.338万円

盧水・緑の環境づくり
笊水・緑環境の保全と活用▼公共下水道事業＝10億455万円

笆公園・緑地の整備▼公園等の管理＝3,318万円

盪住みたい生活環境づくり
笊市街地の整備▼生産緑地地区の都市計画変更の実施＝39

万円笆良好な住環境の形成▼市営住宅の管理＝5,653万円▼

環境整備事業＝1,789万円▼住居表示維持管理業務の実施＝6

万円笳河川・上下水道の整備▼排水路維持改修事業＝790万

円

蘯交流ネットワークづくり
笆道路の整備▼関西国際空港連絡南ルート等早期実現期成

会事業＝10万円▼信達樽井線改良事業＝6億4,638万円▼砂川

樫井線新設事業＝2億2,397万円▼市場長慶寺砂川線改良事

業＝2億4,215万円▼防潮堤道路整備事業＝6,395万円▼道路新

設改良事業＝5,188万円▼道路維持修繕事業＝7,194万円▼道

路台帳整備事業＝500万円

第４章・快適なまち第４章・快適なまち
個性のあるまち個性のあるまち

第５章・構想実現のために第５章・構想実現のために

海営宮池
か い ご い け

西公園

あいぴあ泉南

第２章・げんきなまち第２章・げんきなまち
やさしさのあるまちやさしさのあるまち

４

盧市民参加の推進

▼ＡＢＣ委員会への助成＝311万円▼情報公開制度・個人

情報保護制度の推進＝134万円▼広報活動の充実＝2,011万

円▼公聴事業の推進＝116万円

盪行政運営の活性化

▼住民情報システムの運用＝9,891万円▼財務会計システ

ムの運用＝1,120万円

蘯財政運営の効率化

盻広域行政の推進

▼国内交流事業＝1万円

サーバメンテナンス
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青
少
年
二
、
八
〇
〇
円

（
保
険
代
含
む
）
▼
事
前
説
明
会
＝
小

学
生
（
保
護
者
対
象
）
は
七
月
二
十

一
日
貅
午
後
六
時
か
ら
、
青
少
年
は

七
月
二
十
二
日
貊
午
後
六
時
か
ら
行

い
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月

十
四
日
貅
午
後
五
時
必
着
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

清
水
町
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へブ

ロ
グ
っ
て
何
だ
ろ
う
？
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
ブ
ロ
グ
の
見
方
や
書
き

方
・
作
り
方
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

覚
え
よ
う
。
▼
と
き
＝
八
月
八
日
豺

〜
十
一
日
貅
の
午
後
一
時
半
〜
三
時

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
三
年
生

▼
募
集
人
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
二
十
九
日
貊

必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
八
月
九
日
貂
の
午
後
一
時

〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
者
＝
小
学
四
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
▼
募
集
人
員
＝
二
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

一
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
七
月
二
十
九
日
貊
必
着
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ
う
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へビ

ー
ズ
を
使
っ
て
、
か
わ
い
い
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
▼
と
き
＝

八
月
十
日
貉
の
午
後
一
時
〜
三
時
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
小
学
二
年
生
か
ら
小
学
三
年
生

▼
募
集
人
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七

月
二
十
九
日
貊
必
着
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ビ
ー

ズ
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
読

み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
笊
七
月
十
六
日
貍
午
前
十
時

〜
十
時
四
十
分
笆
二
十
五
日
豺
午
後

三
時
四
十
五
分
〜
四
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊

サ
ラ
ダ
だ
い
す
き
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン

他
笆
わ
ら
し
べ
長
者
・
じ
ゅ
げ
む
他

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
▼

定
員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み
聞
か

せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
七
月
十
六
日
貍
午
前
十
時
四
十

五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
朗
読
講

座
（
文
芸
作
品
）
▼
講
師
＝

石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十
八
歳
以

上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読

み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察
会
を

毎
月
開
催
し
ま
す
。
野
鳥
の
観
察
を

通
し
て
、
身
近
な
自
然
を
体
感
し
、

そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
七
月
九
日
貍
午
前
九
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
周

辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝

十
五
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
歳
児

〜
小
学
校
を
対
象
に
し
た
、
児
童
劇

の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。
家
族
で
児

童
劇
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
七
日
貉
午
後
一

時
開
場
・
一
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
立
新
家
小
学
校
・
体
育
館
▼

内
容
＝
「
ト
リ
オ
・
ザ
・
あ
ぽ
た
ん

の
宝
さ
が
し
」（
劇
団
素
劇
舎
）
▼
対

象
＝
幼
児
（
三
歳
児
）
〜
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
〇
名
程

度
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
当

日
、
会
場
に
て
受
け
付
け
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
へ

７

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

和
歌
山
県
清
水
町
わ

ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

海
の
町
・
山
の
町
子
ど
も

体
験
活
動
参
加
者
募
集

sseishonen

ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ
う

sseishonen

プ
ロ
グ
の
見
方
！

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

sseishonen

カ
ワ
セ
ミ
を

観
察
し
よ
う

sseishonen

ビ
ー
ズ
で

マ
ス
コ
ッ
ト

sseishonen

児
童
劇
鑑
賞
会

sseishonen

社
会
見
学
・
体
験
・
教
養
講
座
な

ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
社
会
問
題

な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
学
習
を
目
的

と
し
て
行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
七
月

か
ら
十
一
月
ま
で
の
月
二
回
程
度

（
全
十
回
予
定
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
、
信
達
公
民
館
▼
対
象
＝
す
べ

て
の
講
座
に
参
加
可
能
な
市
内
在
住

の
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
▼
定

員
＝
各
公
民
館
、
二
十
五
人
▼
参
加

費
＝
体
験
・
見
学
・
バ
ス
ツ
ア
ー
等

に
か
か
る
費
用
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

▼
説
明
会
＝
▽
信
達
公
民
館
は
七
月

十
四
日
貅
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
半

▽
樽
井
公
民
館
は
七
月
十
四
日
貅
午

後
二
時
か
ら
三
時
半
。
▼
申
込
み
＝

受
講
希
望
の
公
民
館
説
明
会
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
説
明
会
参
加

の
う
え
、
内
容
を
ご
確
認
後
、
参
加

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
ー

身
近
な
こ
と
も
科
学
に
な
り
ま
す
。

暑
〜
い
夏
に
、
冷
た
〜
い
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
で
遊
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
だ
っ
て
つ
く
れ
る
よ
。
▼

と
き
＝
笊
七
月
二
十
一
日
貅
午
前
十

時
〜
正
午
笆
二
十
一
日
貅
午
後
二
時

〜
四
時
笳
二
十
二
日
貊
午
後
二
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
樽
井
公
民
館
笆

信
達
公
民
館
笳
新
家
公
民
館
▼
対

象
＝
小
学
校
三
年
生
の
児
童
（
保
護

者
の
見
学
も
で
き
ま
す
）
▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
（
教
材
費
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
七
月
七
日
貅
必
着
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
場
所
、

（
笊
笆
笳
の
い
ず
れ
か
）、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学
校
名
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を
記
入

の
上
、
樽
井
公
民
館
わ
く
わ
く
科
学

教
室
係
へ

夏
休
み
の
間
、
公
民
館
の
一
室
を

自
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
七
月

二
十
一
日
貅
〜
八
月
三
十
一
日
貉
ま

で
の
午
前
九
時
十
五
分
〜
午
後
五
時

ま
で
（
但
し
、
月
曜
日
は
午
前
十
一

時
四
十
五
分
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
一
階
中
会
議
室
▼
対
象
＝

規
則
を
守
っ
て
利
用
で
き
る
人
▼
申

込
み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
自
習
室
入

退
室
時
に
は
記
録
簿
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お
友
達

と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
笊
七
月
十
四
日
笆
二
十
一
日
笳

八
月
十
八
日
笘
九
月
八
日
笙
十
五
日

の
木
曜
日
※
時
間
は
全
て
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笘
樽
井

公
民
館
笆
笙
信
達
公
民
館
笳
市
営
プ

ー
ル
▼
内
容
＝
笊
笆
大
き
な
紙
に
水

の
り
で
絵
を
か
こ
う
（
筆
、
着
替
え
、

タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
笳
大

き
な
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
笘
笙
親
子
で

交
通
安
全
教
室
▼
対
象
＝
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
（
た
だ
し
、

笳
の
み
八
月
三
日
貉
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
樽
井
公
民
館
へ
お

申
込
く
だ
さ
い
）
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ
て
、

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋
で
み
ん

な
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と

き
＝
七
月
二
十
二
日
貊
、
八
月
二
十

六
日
貊
、
九
月
三
十
日
貊
※
時
間
は

全
て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
大
会
議
室
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
す
こ
や
か
新

聞
を
お
配
り
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館

演
劇
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
体
験
・
見
学
大
歓

迎
！
今
年
度
は
夕
鶴
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
第
二
・
第

四
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対
象
＝
小
学

校
四
年
生
か
ら
大
人
ま
で
▼
定
員
＝

三
十
名
程
度
▼
参
加
費
＝
無
料
（
但

し
テ
キ
ス
ト
代
・
公
演
発
表
等
の
実

費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼

内
容
＝
演
劇
を
講
座
生
の
み
な
さ
ん

で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度

中
に
ク
ラ
ブ
化
を
目
指
し
て
現
在
活

動
し
て
い
ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
講
座
開
講
日
に
樽
井
公
民
館
ま

で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

樽
井
公
民
館
で
は
、
将
来
の
指
導

者
的
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
小

学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
を
対
象
に

「
た
ち
つ
て
と
広
場
」
を
開
催
中
。
子

ど
も
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
方
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
基

本
的
に
十
二
月
ま
で
の
第
一
土
曜
日

の
子
ど
も
と
の
活
動
日
や
会
議
な
ど

▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
は
不
可
、
現
在
は
十
代
〜
六
十
代

の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
）
▼
そ
の

他
＝
初
め
て
の
方
に
は
研
修
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

ま
ず
は
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

小
中
学
生
の
時
に
体
験
し
た
経
験

を
、
今
度
は
あ
な
た
方
が
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
十
二
月
ま
で
の
毎
月
第
一
土

曜
日
、
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
他
（
活
動

内
容
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
▼
対

象
＝
高
校
一
年
生
〜
三
年
生
▼
内

容
＝
た
ち
つ
て
と
広
場
に
参
加
し
て

い
る
子
ど
も
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

樽
井
公
民
館
へ

６

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座

前
期
講
座
生
募
集

ttarui

夏
休
み
わ
く
わ
く

科
学
教
室

ttarui

夏
休
み
自
習
室
を

一
般
開
放
し
ま
す

ttarui

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ
募
集
ttarui

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
ttarui

演
劇
講
座
・
講
座
生

募
集
の
お
知
ら
せ

ttarui

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui



な
か
ぶ
」「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
の

ア
ニ
メ
三
本
立
て
で
す
。
ご
家
族
み

ん
な
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
三
十
日
貍
笊
午
前
の

部：

午
前
十
時
〜
二
時
間
程
度
笆
午

後
の
部：

午
後
二
時
〜
二
時
間
程
度

▽
入
場
で
き
る
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ

開
始
時
間
ま
で
の
十
五
分
間
だ
け
で

す
。
▽
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
対
象
＝
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
午
前
・
午
後
の
部
と
も
、

五
〇
六
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
料
＝

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）
▼
申

込
み
＝
入
場
整
理
券
の
配
布
は
七
月

十
六
日
貍
午
前
十
時
か
ら
図
書
館
一

階
に
て
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

図
書
館
で
は
、
今
年
も
夏
の
ブ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
ブ
ッ

ク
リ
ス
ト
片
手
に
、
ど
う
ぞ
図
書
館

へ
。
▼
内
容
＝
▽
夏
の
本
だ
な
05

（
小
学
生
向
け
）
▽
本
だ
な
か
ら
Ｈ
ｅ

ｌ
ｌ
ｏ
！
05
（
中
学
生
向
け
）
※
図

書
館
が
お
す
す
め
す
る
本
が
、
内
容

紹
介
付
き
で
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま

す
▼
そ
の
他
＝
市
内
の
小
・
中
学
生

に
は
七
月
中
に
配
布
す
る
予
定
で
す

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広

が
る
…
。
図
書
館
で
は
、
そ
ん
な

「
お
は
な
し
」
を
通
し
て
、
楽
し
い
本

の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。
▼
と
き
＝
七
月
九
日
貍
午

後
二
時
半
〜
三
時
頃
ま
で
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
対

象
＝
四
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
先
着
四
十
人
（
途

中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
▽
第
一
・
三
・
四
土

曜
日
の
午
後
二
時
半
か
ら
三
十
分
程

度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝

居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。

申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

の
紙
芝
居
教
室
。
▼
と
き
＝
八
月
二

日
貂
・
三
日
貉
・
二
十
三
日
貂
・
二

十
四
日
貉
午
後
一
時
〜
四
時
（
な
る

べ
く
全
回
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝

お
話
を
考
え
、
絵
を
描
い
て
世
界
で

一
つ
の
自
分
だ
け
の
紙
芝
居
を
制
作
。

▼
対
象
＝
三
歳
以
上
の
幼
児
・
児
童

（
保
護
者
の
付
き
添
い
も
可
）
▼
講

師
＝
古
田
加
代

ふ

る

た

か

よ

さ
ん
（
絵
画
指
導
）、

高
鳥
公
子

た
か
と
り
き
み
こ

さ
ん
（
演
技
指
導
）
▼
携

行
品
＝
鉛
筆
、
ク
レ
パ
ス
、
絵
の
具

セ
ッ
ト
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
▼
定

員
＝
三
十
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
七
月
七
日
貅
以
降
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
薀
祗
１
０
２
７

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
泉

南
市
少
林
寺
拳
法
協
会
で
は
拳
士
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ

ろ
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
▼
対
象
＝
幼
児
か
ら

一
般
ま
で
の
方
▼
問
合
せ
＝
事
務
局

薀
祟
４
４
９
３
ま
た
は
、
阿
波
屋：

０
９
０
・
３
６
７
６
・
４
２
７
６

「
体
験
乗
船
会
イ
ン
二
色
の
浜
」

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
ボ
ー
ト
、
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
、
競
艇
用
ボ
ー
ト
に
体
験

試
乗
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

七
月
九
日
貍
午
前
十
時
受
付
開
始
▼

と
こ
ろ
＝
二
色
の
浜
公
園
海
浜
緑
地

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
※
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
二
色
の
浜
公
園
海
浜
緑
地
／
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
管
理
事
務
所
薀
矇
０

２
０
２
蕭
矇
０
２
３
２
又
は
、
泉
南

市
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
今
年
も
第
二
十
二

回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
、
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
笊
八
月
一
日
豺
午
前
十
時
〜
正

午
笆
八
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜
九
時

▼
と
こ
ろ
＝
笊
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー

ル
笆
鳴
滝
プ
ー
ル
お
よ
び
デ
イ
セ
ン

タ
ー
せ
ん
な
ん
▼
内
容
＝
笊
プ
ー
ル

遊
び
笆
プ
ー
ル
遊
び
、
流
し
そ
う
め

ん
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
等
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
七
月
十
五
日
貊
ま
で
に
デ
イ

セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
薀
祟
３
０
８
２

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
泉
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
薀
祗
１
０
２
７

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
心
の

ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
つ
づ
っ
た
作
文
、

障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
選
者

に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
作
文
＝
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
で
小
・
中
学
生
二
〜
四
枚
、

高
校
生
・
一
般
は
四
〜
六
枚
▼
ポ
ス

タ
ー
＝
小
・
中
学
生
の
み
、
Ｂ
３
画

用
紙
又
は
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
画
用
紙

（
縦
長
の
み
）
▼
募
集
期
間
＝
七
月
一

日
貊
〜
九
月
九
日
貊
▼
応
募
方
法
＝

郵
送
又
は
持
参
（
当
日
消
印
有
効
）

で
〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
大
阪
府
健

康
福
祉
部
障
害
保
健
福
祉
室
計
画
推

進
課
企
画
調
整
Ｇ
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
０
３
５
１
蕭
０
６
・
６
９
４

２
・
７
２
１
５
※
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http:

//w
w
w
.pref.osaka.jp/shogaifuku

shi/kokoro17/

９

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

夏
休
み
子
ど
も

手
作
り
紙
芝
居
教
室

第
二
十
二
回
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
夕
涼
み
会

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

少
林
寺
拳
法

道
場
生
募
集

第
一
回
ジ
ュ
ニ
ア

マ
リ
ス
ク
ラ
ブ
大
阪

夏
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
発
行
し
ま
す

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で
交
流
し
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
十
日
〜
九

月
十
四
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
六
回
）

※
時
間
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼

と
こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成
十
四
年

四
月
二
日
〜
平
成
十
五
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
前
回
の
び
っ
子
教
室
参
加
者
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
）
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い

遊
び
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
新
聞
で
遊
ぼ

う
・
プ
ー
ル
遊
び
・
ス
ラ
イ
ム
作

り
・
保
護
者
の
交
流
・
身
体
計
測
・

お
や
つ
の
時
間
な
ど
▼
参
加
費
＝
無

料
（
お
や
つ
代
等
は
各
自
負
担
）
▼

定
員
＝
十
五
組
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
二

十
二
日
貊
ま
で
に
、
電
話
で
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
薀
祚
３
３
７
１

親
子
で
参
加
し
、
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
！
▼
と
き
＝
笊
七
月
八
日
貊

笆
十
五
日
貊
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
＝
笊
市
民
体
育
館
（
駐
車

場
あ
り
）
笆
市
立
新
家
幼
稚
園
（
駐

車
場
な
し
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
▼
内
容
＝
季
節
の

歌
・
手
遊
び
・
大
型
紙
芝
居
・
親
子

で
の
遊
び
（
※
七
月
八
日
貊
の
み
笹

飾
り
）
な
ど
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貅
〜
九
月
二

十
二
日
貅
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
。
時

間
は
午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
一
時

十
五
分
。（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
一

丘
老
人
集
会
所
他
▼
対
象
＝
一
歳
未

満
の
乳
児
（
平
成
十
六
年
十
月
一
日

生
ま
れ
以
降
）
と
そ
の
保
護
者
▼
内

容
＝
①
講
義
▽
子
ど
も
の
言
葉
の
獲

得
と
絵
本
の
お
話
他
②
体
験
▽
離
乳

食
実
習
▽
保
育
園
交
流
他
▼
参
加

費
＝
無
料
。
た
だ
し
、
実
習
に
か
か

る
材
料
費
は
各
自
負
担
▼
定
員
＝
十

組
程
度
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

そ
の
他
＝
▽
十
一
月
か
ら
は
西
信
達

中
学
校
区
、
平
成
十
八
年
二
月
か
ら

は
信
達
中
学
校
区
で
同
じ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
実
施
し
ま
す
。
▽
一
時
保
育
あ

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
子
ど
も
一
人
に

つ
き
保
険
代
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
）

▽
五
月
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん
教
室
を
受

講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
二
日
貂
ま

で
に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ひ
だ
ま
り
へ
薀
蕭
祚
３
３
７
１

鳴
滝
第
二
保
育
所
前
の
小
プ
ー
ル

を
就
学
前
の
親
子
に
開
放
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
一
日
豺
笆
八
日
豺

※
時
間
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
プ
ー

ル
（
市
立
鳴
滝
第
二
保
育
所
前
）
▼

対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

保
護
者
の
方
も
必
ず
プ
ー
ル
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
も

用
意
し
ま
す
。
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

▼
と
き
＝
八
月
三
十
日
貂
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」（
市
立
鳴

滝
第
二
保
育
所
内
）
▼
テ
ー
マ
＝

「
子
ど
も
心
を
思
い
出
そ
う
パ
ー
ト

Ⅲ
」
▼
内
容
＝
元
気
の
で
る
子
育
て

の
話
・
自
然
物
の
造
形
遊
び
▼
講

師
＝
梶
本
昌
弘

か
じ
も
と
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
（
元
小
学
校
校

長
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
就
学
前

の
子
ど
も
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
定
員
＝
三
十
人
（
先
着
順
）
※

一
時
保
育
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
十
一
日
豺
〜
八
月
五
日
貊

迄
に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」
へ
薀
祚
３
３
７
１

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な

い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
気
軽
に
遊

び
に
来
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
笆

七
月
五
日
貂
・
八
月
二
日
貂
笳
笘
七
月

十
九
日
貂
・
八
月
二
十
三
日
貂
笙
七
月

十
二
日
貂
・
二
十
六
日
貂
・
八
月
九
日

貂
・
二
十
三
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡

先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆

樽
井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保
育

所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所

祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴

滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）

祚
３
３
７
１
▼
開
放
時
間
＝
い
ず
れ

も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
と
き
＝
八
月
三
日
貉
午
前
十
時
現

地
集
合
▼
と
こ
ろ
＝
岡
田
浦
漁
港
▼

対
象
＝
一
人
親
家
庭
の
親
子
※
小
学

生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み
の
参
加
可

▼
参
加
費
＝
一
人
二
〇
〇
円
（
当
日

徴
収
）
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡

し
ま
す
。
▼
主
催
＝
泉
南
市
母
子
寡

婦
福
祉
会
▼
申
込
み
＝
ハ
ガ
キ
で
七

月
二
十
日
貉
必
着
ま
で
に
、
参
加
者

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
〒
五
九
〇
・
〇
五

三
二
泉
南
市
北
野
一
・
二
・
八
／
稲

葉
真
知
子
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三

二
五
）、
又
は
稲
葉
薀
祚
２
７
５
５
へ

今
年
は
、「
七
夕
さ
ま
」「
お
お
き

８

「
の
び
っ
子
教
室
」

（
二
〜
三
歳
向
け
）

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

赤
ち
ゃ
ん
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
・
夏
休
み

映
画
会
に
き
て
ね
！

夏
休
み
地
引
き
網
と

漁
師
料
理
体
験

子
育
て
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

鳴
滝
プ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



商
工
祭
の
会
場
を
、
中
部
ポ
ン
プ

場
横
の
駐
車
場
に
変
更
し
、
十
一
月

の
日
曜
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
商
工
業
者
の
出
店
に
つ
い
て
は

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
時
に
商
工
祭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
資
格
は
商
売
に
関
心
が
あ
り
、
泉

南
市
内
の
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校

に
通
う
生
徒
で
す
（
三
人
一
組
）。
販

売
品
は
飲
食
物
以
外
な
ら
何
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
商
工
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
大

阪
府
内
の
宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。
▼
賞
金
＝
▽
一
等
前

後
賞
合
わ
せ
て
三
億
円
（
一
等
二
億

円
は
四
十
二
本
、
前
後
賞
各
五
、
〇

〇
〇
万
円
）
▽
二
等
一
億
円
は
四
十

二
本
※
発
売
額
一
、
二
六
〇
億
円
で

四
十
二
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
▼
発
売
期

間
＝
七
月
十
五
日
貊
〜
八
月
二
日
貂

▼
抽
選
日
＝
八
月
十
二
日
貊
▼
問
合

せ
＝
譛
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
薀

０
６
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６

11

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）発
売

商
工
祭
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す

水に親しむ季節がやってきまし

た。プールを活用して楽しい夏休

みにしましょう。泉南市教育委員

会では、今年も市内１１カ所の学

校プールを一般開放します。鳴滝

プールには、障害者の方々にもご

利用いただけるよう車イス用スロ

ープ等を設置しています。

プールを利用する場合は、ルー

ルを守ってご利用ください。なお、

樽井小・新家小・一丘小学校プー

ルには幼児用プールが設置されて

いませんので、乳幼児の利用はで

きません。

▼学校プール問合せ＝教育総務課

（内線２６５）

▼市営プール問合せ＝文化・スポ

ーツ振興課薀祗１０００

▼プールの一般開放日程＝次の表

をご参照ください。

★印の日が一般開放日です。

▼プール利用上の注意

笊入場制限をする場合がありま

す。

笆プールの行き帰りは「防犯ブザ

ー」を身につけ、交通安全に気を

つけましょう。

笳貴重品や不要なお金、飲食物は

持ってこないでください。

笘身体の調子の悪い人、病気（目、

耳、鼻など）の人はお医者さんに

相談しましょう。

笙プールでは係の人の指示に従い

ましょう。

笞水中メガネの着用は認めます

が、ガラス製のものは禁止します。

笵学校プールの開放は午後のみで

す。市営プールの午前の開放は

土・日曜のみです。

▼利用料金＝大人２００円、小人

１００円（中学生以下）

▼お知らせ＝本年度、泉南中プー

ル（樽井２－９－１）は休止しま

す。

開放日 

午前 

午後 

プール名・TEL

7/21 22 23 24 25 26 27 28 29 31 230 8/1 3 4 5 6 7 8 9 10 11

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 

鳴　　滝 

砂 川 小  

市営プール 

樽 井 小  

新 家 小  

新家東小 

西信達中 

信 達 小  

雄 信 小  

東　　小 

一 丘 小  

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 祟００４９ 

祗１６３３ 

祗１０５５ 

祟７９７８ 

祗０２０９ 

祟７９２３ 

祗１５７８ 

祟８４６９ 

祟７５３１ 

祕２０２９ 

祕１９９３ 

23 24 25 26 27 28 29 313013 14 15 16 17 18 19 20 21 22

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 

★ 

★ 

★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

市営プールは８月１２日貊から開放です 

開放日 

午前 

午後 

プール名・TEL

市営プール 

祗１０５５ 

金 

★ 

8/12

1 6 ： 1 0 ～ 1 6 ： 4 0

1 4 ： 0 0 ～ 1 4 ： 1 0
1 3 ： 3 0 ～ 1 4 ： 0 0

1 3 ： 0 0 ～ 1 3 ： 2 5
1 3 ： 2 5 ～ 1 3 ： 3 0

1 4 ： 4 0 ～ 1 4 ： 5 0
1 4 ： 1 0 ～ 1 4 ： 4 0

1 5 ： 2 0 ～ 1 5 ： 3 0
1 4 ： 5 0 ～ 1 5 ： 2 0

午 後 の 部  

1 5 ： 3 0 ～ 1 6 ： 0 0
1 6 ： 0 0 ～ 1 6 ： 1 0

　 9 ： 0 0 ～ 　 9 ： 1 5
　 9 ： 1 5 ～ 　 9 ： 2 0
　 9 ： 2 0 ～ 　 9 ： 4 5
　 9 ： 4 5 ～ 　 9 ： 5 5

1 0 ： 2 0 ～ 1 0 ： 3 0
　 9 ： 5 5 ～ 1 0 ： 2 0

1 1 ： 0 0 ～ 1 1 ： 1 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 1 ： 0 0

午前の部（市営プール土・日用）  

1 1 ： 1 0 ～ 1 1 ： 4 0

▼
と
き
＝
七
月
四
日
豺
か
ら
毎
週
月

曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
※
午
後
二

時
〜
三
時
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
牧
野

老
人
集
会
場
▼
費
用
＝
月
額
一
、
〇

〇
〇
円
程
度
▼
定
員
＝
四
十
名
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
清
水
英
夫
薀
祟
６

８
３
５

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
全
国
的
な
運
動
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
「
社
明

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
七
月
九
日
貍
午
後
一
時
半
〜
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会

議
室
▼
内
容
＝
▽
第
一
部
は
畑
中

は
た
な
か

義よ
し

治は
る

さ
ん
に
よ
る
講
演
／
テ
ー
マ
「
こ

れ
で
い
い
の
か
日
本
」
▽
第
二
部
は

広
報
ビ
デ
オ
「
更
生
を
誓
っ
た
少
年

の
も
の
が
た
り
」
を
上
映
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
事
務
局
・
生

活
福
祉
課
（
内
線
二
四
四
）

関
西
空
港
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
。
▼
と
き
＝
七

月
十
九
日
貂
午
後
二
時
か
ら
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル
大
阪
六
階
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
」

▼
講
師
＝
村
山
敦

む
ら
や
ま
あ
つ
し

さ
ん
（
関
西
国
際

空
港
社
長
）
▼
定
員
＝
一
五
〇
人

（
先
着
順
）
※
折
り
返
し
整
理
券
を
郵

送
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
協
賛
＝
不
二

製
油
譁
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月

十
二
日
貂
必
着
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
（
携
帯
メ
ー
ル
不
可
）

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
宛
名
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
八
・
〇
〇
四
八
泉

佐
野
市
り
ん
く
う
往
来
北
一
番
り
ん

く
う
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル
十
三
階
Ｎ

Ｈ
Ｋ
り
ん
く
う
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化

講
演
会
の
係
へ
薀
碯
１
０
２
０
／e-

m
ail:info.rinku@

nhkcul.co.jp

手
話
を
体
験
し
た
り
、
聴
覚
障
害

者
と
の
交
流
等
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
八
月
二
日
、
九
日
、

二
十
三
日
、
三
十
日
、
九
月
六
日
、

十
三
日
、
二
十
日
（
毎
週
火
曜
／
全

七
回
）
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十

二
歳
（
中
学
生
以
上
）
か
ら
二
十
五

歳
ま
で
の
青
少
年
▼
定
員
＝
二
十
名

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
七
月

二
十
二
日
貊
必
着
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
中
学
生
の
場
合

は
学
校
名
も
）
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉

南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
内

線
二
一
七
／e-m

ail:sy
ou
g
ai@

city.sennan.lg.jp

）
へ

平
成
十
八
年
成
人
記
念
祭
の
企

画
・
運
営
に
参
加
い
た
だ
け
る
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
成
人
記
念

祭
開
催
日
＝
平
成
十
八
年
一
月
九
日

豢
▼
対
象
＝
昭
和
六
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
成
人
の
方
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
五
二
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
か
ら
文
書
作
成
、

表
計
算
を
学
習
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

八
月
二
日
貂
〜
八
月
三
十
日
貂
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
※
時
間
は

午
後
六
時
〜
八
時
（
全
九
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市

内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
▼
定

員
＝
四
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
二
十
一
日
貅
必
着
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
一
時
保
育
を
希
望

の
場
合
は
、
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
と
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

一
・
八
・
四
七
あ
い
ぴ
あ
泉
南
ひ
と

り
親
家
庭
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
へ
薀
祕

０
７
０
７

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、「
ほ
め
て
教

え
る
楽
し
い
犬
の
し
つ
け
方
」
教
室

を
開
催
。
▼
と
き
＝
七
月
二
十
三
日

貍
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
講
師
＝
安
国

や
す
く
に

宣
子

の
ぶ
こ

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｈ
Ａ

ジ
ャ
ハ

認
定
家
庭
犬

し
つ
け
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
▼
定

員
＝
九
十
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
犬
を
連
れ
て

の
ご
来
場
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
で
、
七

月
六
日
貉
〜
十
五
日
貊
（
土
・
日
を

除
く
）
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

ま
で
に
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

へ
文
部
科
学
省
の
助
成
事
業
と
し
て

「
遺
跡
と
創
造
」
〜
古
代
を
探
る
ア
ー

ト
探
検
隊
〜
（
古
代
土
器
づ
く
り
に

挑
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

笊
七
月
二
十
四
日
豸
笆
八
月
二
十
七

日
貍
（
笆
は
雨
天
の
場
合
は
二
十
八

日
豸
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
古
代
史
博
物

館
笆
泉
南
市
立
青
少
年
の
森
▼
対

象
＝
泉
南
市
内
の
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
五
十
名
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

（
保
険
、
粘
土
代
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
七
月
五
日
貂
〜
十
五
日
貊
の
間

に
古
代
史
博
物
館
へ
来
館
の
上
、
直

接
申
込
み
く
だ
さ
い
薀
祟
６
７
８
９

▼
と
き
＝
八
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
立
砂
川

厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮
・

地
下
陶
芸
作
業
室
▼
定
員
＝
二
十
名

程
度
▼
費
用
＝
材
料
費
等
／
大
人
二
、

〇
〇
〇
円
・
子
ど
も
一
、
五
〇
〇
円

（
就
学
前
の
子
ど
も
は
一
、
〇
〇
〇
円

と
し
ま
す
）
▼
講
師
＝
北
野
満
喜
代

き

た

の

ま

き

よ

さ
ん
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
七
月
三
十
一
日
豸
必
着

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
そ
の
結
果

は
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡
し
ま

す
。）
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
五
泉
南
市

馬
場
三
・
一
五
六
六
／
大
阪
府
立
砂

川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮

「
府
民
陶
芸
教
室
」
係
薀
祗
２
８
８
２

第
二
十
回
泉
南
市
吹
奏
楽
祭
「
せ

ん
な
ん
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二

〇
〇
五
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
七
日
豸
午
後
一
時
半

開
場
・
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼
出
演
＝
市
内
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
出
演
者

全
員
に
よ
る
合
同
演
奏
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
五
三
）
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楽
し
く
手
話
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

社
明
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
い
き
い
き

体
操
同
好
会
会
員
募
集

泉
南
市
吹
奏
楽
祭
を

開
催
し
ま
す

古
代
を
探
る
ア
ー
ト

探
検
隊
募
集

府
民
親
子
陶
芸
教
室

犬
の
し
つ
け
教
室
を

開
催
し
ま
す

新
成
人
の
主
張
を
し

て
み
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室



請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
三
月
で
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
制
度
は
毎
年
届
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
免
除
や

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
月
以
降
、
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
（
追

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

七
月
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
分
含

む
）
・
都
市
計
画
税
（
第
二
期
分
）
の
納
税
月

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
通
帳
の

お
届
け
印
、
納
税
通
知
書
を
ご
持
参
の
上
、
市

税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
、
お
取
引
金
融
機
関
（
納
付
書
に

記
載
を
参
照
）、
郵
便
局
の
窓
口
で
簡
単
に
手
続

き
で
き
ま
す
。
な
お
、
※
市
税
口
座
振
替
申
込

書
は
市
内
の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

市
役
所
納
税
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二
三
六
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

7月7日,14日,28日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№62

第２回関空ドラゴン
ボート大会

▼とき＝８月２８日豸午前９
時半～※雨天決行
▼内容＝吉本興業の人気若手
芸人や有森裕子さんも来場し、
大会を盛り上げます。また、
主に子供を対象とした、ドラ
ゴンボート体験乗船会（無
料・要予約）も開催します。
▼申込み＝８月１２日貊まで
※先着順、定員（５０チーム）
になり次第締め切り
▼予約・問合せ＝和歌山放送
内「関空ドラゴンボート大会
事務局」薀073－427－4018
（平日の午前１０時～午後５
時）蕭073－428－0960

「みんなで造ろう空港島」
▼とき＝８月２７日貍午前９
時～午後５時（受付は午後４
時まで）
▼内容＝現在建設が進む２期
空港島で、滑走路予定地のウ
ォーキングやクルージングな
ど、盛りだくさんのイベント
をで開催します。（いずれも無
料・クルージングのみ要予約）
▼申込み＝先着順、定員（２，
６００人）になり次第締め切
り
▼予約・問合せ＝「みんなで
造ろう空港島」クルージング
募集係薀矗１１４５（平
日の午前９時～午後５
時）蕭矗０８５４

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

現
在
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
の
医
療

機
関
で
の
負
担
割
合
は
、
老
人
保
健
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
収
入
（
課
税
）
状
況
に
応
じ
、
一

割
（
一
般
）、
ま
た
は
二
割
（
一
定
以
上
所
得
者
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合
は
、
毎
年

の
収
入
（
所
得
）
状
況
に
よ
り
年
次
判
定
さ
れ
、

毎
年
八
月
一
日
か
ら
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
年
次
判
定
に
よ

り
、
負
担
割
合
が
「
一
割
」
か
ら
「
二
割
」、
ま

た
は
「
二
割
」
か
ら
「
一
割
」
に
変
更
と
な
る

方
に
は
、
七
月
末
迄
に
新
医
療
証
が
送
付
さ
れ

ま
す
。（
負
担
割
合
に
変
更
が
無
い
方
に
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
証
を
引

き
続
き
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）
な
お
、
原
則
と

し
て
、
今
年
度
の
年
次
判
定
に
お
い
て
二
割
負

担
と
な
る
方
は
、
平
成
十
七
年
度
の
課
税
状
況

（
平
成
十
六
年
中
の
収
入
に
対
す
る
も
の
）
が
次

に
該
当
す
る
方
で
す
。

●
同
一
世
帯
の
七
十
歳
以
上
の
方
、
及
び
老
人

保
健
医
療
受
給
者
の
中
で
、
住
民
税
に
係
る
課

税
対
象
所
得
が
一
四
五
万
円
以
上
で
あ
る
方
が

い
る
場
合
。（
こ
の
場
合
、
当
該
人
と
同
一
世
帯

の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
全
て
が
二
割
負

担
と
な
り
ま
す
。）
※
年
次
判
定
後
に
、
負
担
割

合
の
判
定
対
象
と
な
る
世
帯
員
が
異
動
し
た
り
、

収
入
（
所
得
）
額
が
修
正
さ
れ
た
場
合
等
も
負

担
割
合
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

協
力
相
談
員

は
各
地
域
の
在

宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携

し
、
福
祉
向
上

を
目
指
し
地
域

活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
表
参
照
）

は
、
高
齢
者
に

関
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
土
日
夜
間
を
問

わ
ず
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
で
も
結

構
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
四
）

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
二
級
ま
た
療
育
手
帳

Ａ
判
定
の
方
に
発
行
し
て
い
ま
す
障
害
者
タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
で
き
る
会
社
が
増
え
ま
し
た
。

乗
車
時
に
運
転
手
へ
タ
ク
シ
ー
券
利
用
の
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
タ
ク
シ
ー
会
社
＝
大

阪
第
一
交
通
碼
２
１
０
５
・
泉
陽
タ
ク
シ
ー
碾

１
４
５
１
・
水
鉄
タ
ク
シ
ー
睿
３
７
６
１
・
新

大
阪
タ
ク
シ
ー
碯
１
１
１
３
・
阪
南
福
祉
タ
ク

シ
ー
磴
２
８
５
７
・
つ
ば
め
タ
ク
シ
ー
磴
０
２

０
２
・
（
追
加
）
遊
タ
ク
シ
ー
祺
８
４
８
８

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
八
月
に
現
況
届
・
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
下
旬
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は

八
月
上
旬
）
に
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
通

知
書
に
記
載
し
て
い
る
書
類
を
持
っ
て
、
所
定

の
期
日
ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）
な
お
、
届
け
が
遅
れ
た
り
、

届
け
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
八
月
以
降
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
▼
児
童
扶
養
手
当
＝

母
子
家
庭
等
で
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
親
等
に
支
給
し
ま
す
。
▼
特
別
児
童

扶
養
手
当
＝
二
十
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体

に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
め

の
大
切
な
届
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給

者
は
誕
生
月
で
す
が
、
次
の
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
七
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
現
況
届
の
必
要
な
年
金
の
種
類
＝
▽
二
十
歳

前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
▽
旧
障
害
福

祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
▽

旧
母
子
福
祉
年
金
と
旧
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら

切
り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
。
七
月
初
め
に

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
き
ま
す
の
で
、

必
ず
七
月
二
十
九
日
迄
に
国
保
年
金
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
七
年
一
月
二
日
以
降
、

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。
障
害
の
程
度

を
確
認
す
る
た
め
診
断
書
の
提
出
を
必
要
と
す

る
受
給
者
に
は
「
診
断
書
」
が
現
況
届
と
併
せ

て
送
付
さ
れ
ま
す
。
診
断
書
は
七
月
中
に
医
師

の
診
断
を
受
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
差
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

自
営
業
者
や
学
生
、
無
職
の
人
等
、
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
は
、
ご
自
身

で
保
険
料
を
納
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
時
に
は
、

保
険
料
が
免
除
（
全
額
免
除
、
半
額
免
除
）
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。
免

除
期
間
は
、
七
月
（
ま
た
は
申
請
月
の
前
月
）

か
ら
翌
年
の
六
月
で
す
。
ま
た
、
学
生
の
方
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得

制
限
あ
り
）。
対
象
者
は
大
学
、
短
大
、
大
学
院
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
夜
間
部
、
定
時

制
及
び
通
信
制
課
程
の
学
生
で
す
（
い
ず
れ
も

二
十
歳
以
上
）。
特
例
期
間
は
四
月
（
ま
た
は
申
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老
人
保
健
医
療

受
給
者
の
方
へ

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

重
度
障
害
者
の
方
へ
の
タ
ク
シ
ー

利
用
事
業
者
追
加
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て

泉
南
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
・
協
力
相
談
員
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

なでしこりんくう在 
宅介護支援センター 

祟２０２２ 

祀２８５１ 

祚８５８３ 

祀５６０１ 

信達金熊寺530－1

信達金熊寺130

中小路2－1860－1

りんくう南浜3－7

在宅介護支援セン 
ターせんわ 
在宅介護支援セン 
ター六尾の郷 
在宅介護支援セン 
ターホリ 

名　称 電話番号 住　所 



策
定
さ
れ
ま
し
た
。
策
定
を
記
念
し
ま
し
て
講

演
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
「
泉
南
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
事
業
説
明
会
も
実
施
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
七
月
二
十
三
日
貍
午
後
一
時
半
〜
三
時

十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室

▼
内
容
＝
▽
講
演
会
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支

援
に
大
切
な
こ
と
」
子
ど
も
情
報
研
究
セ
ン
タ

ー
所
長
田
中
文
子

た
な
か
ふ
み
こ

さ
ん
（
午
後
一
時
半
〜
）
▽

「
泉
南
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事

業
説
明
会
（
午
後
二
時
四
十
五
分
〜
）
▼
対

象
＝
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
希
望
者
▼
参
加
料
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
有
り
（
七
月
十
五

日
貊
ま
で
に
電
話
あ
る
い
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
／
蕭
祟
７
６
６

７
／e-m

ail:jidou-f@
city.sennan.lg.jp

）

七
月
十
八
日
（
月
曜
日
）
の
休
日
に
伴
い
、

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。
※

休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
振

り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー

を
、
必
ず
確
認
し
て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
八

時
半
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
、
分

別
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

泉
南
清
掃
事
務
組
合
で
は
、
閉
庁
時
に
特
別

ご
み
受
入
日
（
表
参
照
）
を
も
う
け
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
清
掃
事
務
組
合
薀
祚
０
５

８
１今

年
二
月
七
日
と
五
月
二
十
五
日
に
、
ご
み

収
集
時
に
ご
み
収
集
車
が
炎
上
す
る
火
災
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
収
集
担
当
職

員
に
ケ
ガ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
集
車

両
に
被
害
が
あ
り
、
火
災
原
因
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
可
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
中
に
ガ
ス
の

残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
混

入
、
燃
え
や
す
い
物
に
発
火
し
た
も
の
と
判
明

し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
不
燃
ご

み
と
し
て
電
話
に
よ
る
申
込
み
で
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

は
中
身
を
最
後
ま
で
使
い
切
り
、
安
全
な
と
こ

ろ
で
穴
を
開
け
ガ
ス
を
抜
き
取
っ
て
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
重
大
な
事
故
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

「
泉
南
市
環
境
実
践
ア
イ
デ
ア
大
賞
」
も
お

か
げ
さ
ま
で
、
今
回
第
五
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
・
水
質
汚
濁
な
ど
、
地
球
規
模

の
環
境
問
題
は
、
ま
す
ま
す
現
実
の
問
題
と
し

て
、
社
会
の
関
心
は
高
ま
る
一
方
で
す
。
小
さ

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で
行
う
省

エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
水
周
り
で
の
工
夫

に
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
環
境
悪
化
防
止
の
取
り

組
み
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
左
記
要
領
で
環
境
実
践
ア
イ
デ
ア

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
お
ま
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者
の
ア
イ
デ

ア
に
限
る
。（
個
人
、
団
体
、
法
人
は
問
い
ま
せ

ん
。）

▼
昨
年
受
賞
作
の
主
な
内
容
＝
【
個
人
の
部
】

▽
大
賞：

信
達
市
場
在
住
の
高
橋
さ
ん
／
自
然

環
境
に
や
さ
し
い
手
作
り
歯
磨
き
等
。
▽
優
秀

賞：

新
家
在
住
の
小
栗
さ
ん
／
捨
て
る
美
学
に

躍
ら
せ
ら
れ
な
い
、
布
お
も
ち
ゃ
等
の
様
々
な

リ
フ
ォ
ー
ム
を
紹
介
。

▼
表
彰
＝
個
人
、
団
体
の
部
門
別
に
▽
ア
イ
デ

ア
大
賞
（
一
人
）
▽
優
秀
作
（
一
人
）
▽
入
選

（
一
人
）
を
十
一
月
頃
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
九
月
三
十
日
貊
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
封
書
に
実
践
ア
イ
デ
ア
（
様
式
は
自

由
）
と
住
所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法
人
名
）、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
環
境
整
備
課
へ

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）
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　 　 　 　 　 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢
琅 筺 笄 珸 琲 琺 瑕
琿 筥 筴 筧 瑜 瑩 瑰
瑣 箝 箘 瑾 璋 璞 璧
瓊 笊 笆 珎 玻 珀 珥

7月1日～8月6日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿瑟筴筧筰瑩瑰
瑣繩箘瑾璋璞璧
瓊縡笆珎玻珀珥

　　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿筥筴筧瑜瑩瑰
瑣繩箘瑾璋璞璧
瓊縡笆珎玻珀珥

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

7月1日～8月6日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

7月1日～8月6日・薀祟４３６１ 

ご
み
特
別
搬
入
日
の

お
知
ら
せ

ご
み
収
集
日
変
更
の

お
知
ら
せ

時間帯 月　日 

７月16日貍 

10月８日貍 

12月23日貊 

９月23日貊 
午前９時 
　   
11時45分 
〜 

午前９時 
　   
11時45分 
〜 

午後１時 
　   
　　４時 
〜 

＆ 

七
月
十
八
日
豺 

七
月
十
九
日
貂 

七
月
十
九
日
貂 

七
月
二
十
日
貉 

ご
み
収
集
時
に
車
両
火
災

事
故
が
発
生
し
ま
し
た

第
五
回
「
泉
南
市
環
境

実
践
ア
イ
デ
ア
大
賞
」

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家
賃
の
一

部
を
補
助
す
る
中
堅
所
得
者
向
け
の
「
大
阪
府

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
▼
募
集
期
間
＝
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

ま
で
▼
募
集
住
宅
名
＝
▽
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
中

小
路
（
中
小
路
）
▽
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南
（
信

達
市
場
）
▼
申
込
書
の
配
布
＝
大
阪
府
住
宅
供

給
公
社
及
び
泉
南
住
宅
管
理
事
務
所
、
市
役
所

都
市
計
画
課
で
配
布
▼
申
込
み
＝
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
公
社
ま
で

（
先
着
順
で
受
付
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
住
宅
供

給
公
社
民
間
住
宅
課
（
薀
０
６
・
６
２
０
３
・

５
４
５
１
）

市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
情
報
を
積
極
的
に
提

供
す
る
た
め
、
市
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

ま
す
。
▼
開
催
日
時
＝
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を

除
く
す
べ
て
の
日
。
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後

九
時
ま
で
の
中
で
、
二
時
間
以
内
と
し
ま
す
▼

開
催
場
所
＝
泉
南
市
内
に
限
り
ま
す
▼
対
象
＝

市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
泉
南
市
の
発
展
の
た

め
自
主
的
活
動
を
実
施
、
ま
た
は
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
。
な
お
講
座
に

は
十
人
以
上
の
出
席
者
が
見
込
ま
れ
る
場
合
と

し
ま
す
▼
内
容
＝
「
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
」

（
四
月
号
広
報
せ
ん
な
ん
掲
載
・
泉
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
中
）
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
行
政
全
般
に
関
わ
る
事
柄
で
秘
書
課

と
協
議
、
選
定
し
た
内
容
で
あ
れ
ば
こ
の
範
囲

と
し
ま
せ
ん
▼
費
用
＝
市
職
員
の
講
師
は
無
料

と
し
ま
す
▼
そ
の
他
＝
開
催
場
所
の
使
用
手
続

き
、
そ
の
他
の
準
備
は
申
込
者
の
責
任
に
お
い

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
講
座
へ
の
派

遣
講
師
を
希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
は
、
事
前
に
秘
書
課
に
申
込
書
を
提
出
し
、

テ
ー
マ
や
日
程
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
秘
書
課
（
内
線
三
〇
二
）

泉
南
市
の
水
道
水
は
、
飲
み
水
と
し
て
の
水

質
基
準
を
十
分
に
満
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

朝
一
番
や
長
い
時
間
、
水
道
水
を
使
用
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
消
毒
の
た
め
の
塩
素
濃
度
が
低

下
し
た
り
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る

ご
家
庭
で
は
、
微
量
の
鉛
が
溶
出
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
使
用
状
況
で
は
心
配
あ

り
ま
せ
ん
が
、
念
の
た
め
朝
一
番
や
長
い
時
間
、

家
を
留
守
に
し
た
場
合
な
ど
は
、
最
初
の
水

（
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
）
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祟
２
０
９
０

各
家
庭
に
供
給
し
て
い
る
水
道
水
は
、
塩
素

処
理
を
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
飲
む
こ
と

や
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
貯

水
槽
水
道
の
場
合
に
は
、
管
理
を
怠
る
と
水
が

汚
染
さ
れ
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
水
道
と
は
、
水
道
水
を
い

っ
た
ん
受
水
槽
や
高
架
水
槽
に
貯
め
て
か
ら
、

各
階
に
給
水
す
る
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水

シ
ス
テ
ム
で
貯
水
槽
水
道
の
所
有
者
や
管
理
者

は
、
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
・
水
質
検
査
等
を

実
施
し
、
常
に
衛
生
的
な
水
の
供
給
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祗
６
５
５
１

計
量
法
施
行
令
第
十
八
条
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
の
有
効
期
間
は
八
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
水
道
部
で
は
有
効
期
間
満
了
ま
で
に

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
交
換
時

期
は
七
月
か
ら
翌
年
三
月
の
期
間
に
行
い
、
該

当
す
る
ご
家
庭
に
は
「
量
水
器
取
替
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
交
換
作
業
は
泉
南
市
管
工
事

業
協
同
組
合
加
盟
の
水
道
業
者
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祗
６
５
５
１

自
動
車
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
住
所
の
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
に

つ
き
八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡
回
日

程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警

報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
祗
７
７
６
６

泉
南
っ
子
・
わ
く
わ
く
・
夢
プ
ラ
ン
（
泉
南

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
）
が
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

7月1日～8月6日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑥  
⑥  
⑦  
⑦  
①  
①  

⑳  
⑳  
澡  
澡  
⑮  
⑮  

③  
③  
④  
④  
潸  
潸  

濂  
濂  
⑱  
⑱  
⑲  
⑲  

⑩  
⑩  
⑪  
⑪  
⑫  
⑫  

濆  
濆  
澪  
澪  
濟  
濟  

⑬  
⑬  
⑭  
⑭  
⑧  
⑧  

濕  
濕  
濬  
濬  
澤  
澤  

7月 8月 8月 7月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　　珈玳
珎笘珀珥珮珞璢
琅筺琥珸琲琺瑕
琿筥筴瑁瑜瑩瑰
瑣箝瑶瑾璋璞璧
箋笊玳珎玻珀珥

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
募
集

せ
ん
な
ん
伝
市
メ
ー
ル
講
座

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

貯
水
槽
水
道
の
管
理
は

適
切
で
す
か

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ

朝
一
番
の
水
道
水
は

飲
み
水
以
外
に

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
泉
南
っ
子
・
わ
く
わ
く
・

夢
プ
ラ
ン
」
策
定
記
念
講
演
会



ン
操
作
の
で
き
る
方
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）

※
原
則
と
し
て
六
十
歳
ま
で
の
方
▼
申
込
み
＝

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
市
役
所
人
事
課
に
本

人
が
直
接
持
参
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
〇
七
）

泉
南
市
で
は
十
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
一
丘
幼
稚
園
内
で
予

定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
登
録
を
受
付
け
中
で

す
。

▼
会
員
登
録
＝
笊
利
用
会
員
▽
お
お
む
ね
十
二

歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
方
。「
実
際
に
利
用
す

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
歓
迎

し
ま
す
。
笆
協
力
会
員
▽
子
ど
も
が
好
き
で
、

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。（
保
育
施

設
へ
の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日
曜
日
な
ど
都
合

に
あ
わ
せ
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
ま
す
）
笳
両

方
会
員
▽
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を
兼
ね
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
七
〇
〇
円
〜
（
一
時
間
）

※
協
力
会
員
・
両
方
会
員
の
方
は
、
研
修
会
や

交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
ト
中
の
事
故
に
備
え
て
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険
に
加
入

し
、
会
員
が
安
心
し
て
援
助
活
動
を
行
え
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
。
登
録
は
随
時
で

き
ま
す
が
会
員
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
児
童
福

祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線

二
四
二
）
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

市民の皆さんの意見・情報を市の政策形成に反映するため、
泉南市パブリックコメント制度をつくります。制度導入前に、
この制度に対する市民の皆様の意見・情報を募集します。意
見・情報の締切りは、７月２９日貊とします。
▼パブリックコメント制度＝市が重要な政策を策定するとき
に、その原案を市民の皆さんに公表し、皆さんから寄せられた
意見・情報を政策形成に反映していく制度です。
▼パブリックコメント制度を導入する背景＝市民の
皆さんとのパートナーシップ型の市政を実現するた
めには、市民の皆さんの意見を市政運営に反映して
いくことが重要です。
本制度については、平成１７年１０月１日から施

行して、行政の説明責任を果たし、透明性の向上を
図ってまいります。
▼パブリックコメント制度の対象となる政策＝原案
を市民に公表する政策は、「①市の基本的な政策に関
する計画、指針等」及び「②市政に関する基本方針
を定めることを内容とする条例又は市民に義務を課
し、若しくは権利を制限することを内容とする条例
の制定又は改廃に係る案」とします。なお、②につ
いては、地方自治法上も直接請求の対象外とされる
税や使用料・手数料関係を除くこととします。

▼この制度に対する意見・情報を募集します。
提出様式は自由です。本制度に関するご意見・情報は、７月

２９日貊必着で郵便・ＦＡＸ・Ｅメールで氏名、住所等を明記
の上、政策推進課へ〒５９０－０５９２（住所不要）泉南市役
所 政 策 推 進 課 （ 内 線 ２ ８ ７ ／ 蕭 祟 ０ ３ ２ ５ ／ E -
mail:seisaku@city.sennan.lg.jp）※詳しくは泉南市ホームペー
ジをご覧ください。http://www.city.sennan.osaka.jp/

市
が
計
画
や
条
例
等
の
案
を
作
成
し
ま
す 

案
を
市
民
等
の
皆
さ
ん
　
　
　
　
に
公
表
し
ま
す 

意
見
等
提
出
（
公
表
し
　
　
　
　
た
日
か
ら
三
十
日
以
上
の
期
間 

を
設
け
ま
す
） 

案
等
の
公
表 

提
　
出
　
方
　
法 

提
出
さ
れ
た
意
見
等
の
取
扱 提

　
出
　
者 

・
案 

・
案
作
成
の
趣
旨
、
目
的
、
背
景 

・
案
の
概
要 

・
実
施
期
間
の
案
に
対
す
る
考
え
方 

・
広
報
せ
ん
な
ん 

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・
指
定
場
所
で
の
閲
覧
・
配
布 

（
担
当
課
窓
口
・
情
報 

　
公
開
コ
ー
ナ
ー
） 

・
市
内
に
住
ん
で
い
る
人 

・
市
内
に
通
勤
、
通
学
し 

　
て
い
る
人 

・
市
内
に
事
務
所
、
事
業 

　
所
を
有
す
る
人 

・
案
の
利
害
関
係
者 

・
そ
の
他
必
要
な
参
考
資
料 

・
所
管
課
等
へ
の
持
参 

・
郵
便 

・
最
終
案 

・
検
討
結
果
（
提
出
さ
れ
た
意
見
等
と
と
も 

　
に
意
見
等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
） 

・
Ｅ
メ
ー
ル 

・
住
所 

・
案
に
反
映
で
き
る
意
見
に 

　
基
づ
き
案
を
修
正
し
公
表 

最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
い
、
案
を
公
表 

議
会
の
議
決
を
要 

す
る
も
の
は
議
会 

へ
提
案
・
議
決 

・
案
に
反
映
で
き
な
い
意
見
、
反
映 

　
で
き
な
い
理
由
を
明
示
し
公
表 

・
氏
名
ま
た
は
団
体
名 

・
電
話
番
号
を
明
記 

・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

・
そ
の
他 

公
表
方
法 

市
民
等
の
定
義 

基
本
的
な
政
策
（
基
本
方
針
・
基
本
計
画
等
） 

条
例
の
制
定
・
改
廃 
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（№５４） 

「豊かな自然環境」を大切にする子どもに！雄信小学校 
学校周辺は，隣接する男神社をはじめ男里川や田畑の広

がる、自然豊かな環境に位置する児童数２０４名の小規模
校です。
この豊かな自然環境をいつまでも大切にし，守り育てて

いける子どもに成長してくれることを願いつつ、今年度も
様々な取り組みを行っています。
▼ヒメボタル観察会
平成１１年から実施している観察会も、今年で７年目を

迎えました。ヒメボタルは，陸生のホタルで非常に珍しい
ホタルです。そのホタルが、本校のすぐとなりにある男神
社の境内で，たくさん乱舞します。
今年も５月に観察会を行いましたが、７時半集合にも関

わらず１００名を超える参加者がありました。暗くなると
淡い光を放ってあちらこちらにホタルが飛び始め、とても
幻想的な世界が広がりました。ここ数年の傾向としてホタ
ルの乱舞する時間帯が遅くなって来ています。これも夜遅
くまで明るくなって来ていることと無関係ではないように
思います。こんな視点からも環境問題について考えること
ができます。

▼ダイヤモンド作戦
学校や地域をきれい

にしようということで
始まったダイヤモンド
作戦。今年も５月に各
学年に分かれて、男神
社周辺や公園、男里川
堤防などを朝から清掃しました。特に６年生が担当する
「男里川」は、そのゴミの多さに子どもたちもびっくり！
「すごくたくさんのゴミがあったので、びっくりしまし

た。…何故あれだけのゴミが、川に捨てられているのかが
分かりません。ゴミぐらい自分で持ってかえったらいいの
に…と思いました。」（子どもの感想から）
男里川には、メダカなどたくさんの生き物が住んでいま

す。子どもたちは，この活動を通して多くのことを学んで
くれました。自分たちの住んでいる地域をきれいにし、ダ
イヤモンドのように輝かせること。そのことが、ひいては
子どもたちの心を輝かせることだと信じ、今後もこの取り
組みを進めていきます。

泉
南
市
で
は
、
京
都
議
定
書
の
発
効
に
伴
い

地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

積
極
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
市
施
設
に
お
け
る
「
適
性
冷
房
（
二
十

八
℃
）」
の
徹
底
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て
職
員
の

「
軽
装
」（
ノ
ー
上
着
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）
を
推

進
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
期
間
＝
六
月
二
十
日
豺
〜
九
月
三
十
日
貊

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

▼
第
一
次
選
考
＝
九
月
十
八
日
豸
▼
受
験
対
象

者
＝
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
三
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
男

性
約
三
六
〇
人
・
女
性
約
四
〇
人
▼
申
込
み
＝

七
月
一
日
貊
〜
八
月
十
日
貉
の
期
間
に
大
阪
府

警
察
本
部
及
び
府
内
の
各
警
察
署
に
設
置
の
申

込
書
で
申
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府

警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー
薔
０
１
２
０
・
３
７

０
・
３
１
４
又
は
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

笊
航
空
学
生
▼
内
容
＝
各
種
航
空
機
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
高
校

卒
業
（
見
込
み
含
む
）
〜
二
十
一
歳
未
満
の
方

▼
そ
の
他
＝
六
年
後
に
幹
部
に
任
官
笆
一
般
曹

候
補
学
生
▼
内
容
＝
▽
小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

▽
配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、
電
計
、
通
信
等

技
術
資
格
取
得
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る

十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝

二
年
で
曹
に
任
官
笳
曹
候
補
士
▼
内
容
＝
小
部

隊
指
揮
官
の
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す

る
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
方
▼
そ
の

他
＝
約
三
年
経
過
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹
に
任

官
▼
申
込
み
受
付
期
間
＝
笊
笆
笳
と
も
八
月
一

日
豺
〜
九
月
八
日
貅
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
募
集

案
内
所
薀
磋
６
９
６
３

▼
試
験
日
＝
十
月
二
十
三
日
豸
▼
試
験
会
場
＝

関
西
大
学
、
桃
山
学
院
大
学
▼
受
験
資
格
＝
医

師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
で
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
各
分
野
に
お
い
て
、
五
年
又
は
十
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
▼
受
験
料
＝
九
、

〇
〇
〇
円
▼
試
験
要
領
（
受
験
申
込
書
）
配

布
＝
七
月
一
日
貊
〜
八
月
二
日
貂
に
府
民
情
報

プ
ラ
ザ
、
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
保
健
所
）、
市
役

所
介
護
保
険
課
で
配
布
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

七
月
十
九
日
貂
〜
八
月
二
日
貂
の
期
間
に
（
当

日
消
印
有
効
）
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
で
譛
大

阪
府
地
域
福
祉
推
進
財
団
試
験
係
へ
薀
０
６
・

６
７
６
３
・
８
０
４
４

▼
職
種
＝
一
般
事
務
▼
雇
用
期
間
＝
随
時
（
最

長
雇
用
期
間
六
ヶ
月
間
）
▼
雇
用
条
件
＝
時
給

七
七
〇
円
、
二
ヶ
月
を
超
え
て
雇
用
の
場
合
は

厚
生
年
金
保
険
・
健
康
保
険
に
加
入
▼
勤
務
時

間
＝
月
〜
金
曜
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
勤
務
場
所
に
よ
り
勤
務
時
間
及
び
勤
務
曜
日
は

変
わ
り
ま
す
。）
▼
応
募
資
格
＝
簡
単
な
パ
ソ
コ

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

臨
時
職
員
の
登
録
を

募
集
し
ま
す

大
阪
府
警
察
官
募
集

大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



去
る
四
月
十
六
日
貍
、
多
数
の
来
賓
と

関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
平
成
十
七
年
度

泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
課
題
・
役
員
体

制
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
侵
害

の
も
つ
問
題
性
、
重
大
性
を
広
く
市
民
に

訴
え
、
す
べ
て
の
差
別
を
無
く
す
た
め
の

草
の
根
人
権
啓
発
運
動
を
推
進
す
る
。

▼
人
権
啓
発
運
動
を
地
域
に
根
付
い
た
市

民
運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
広
く

市
民
の
参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
校
区

人
権
協
の
組
織
体
制
の
充
実
と
市
人
権
協

の
活
動
の
強
化
に
努
め
る
。

▼
被
差
別
者
の
体
験
か
ら
差
別
の
実
態
を

学
び
、
同
和
問
題
を
同
和
地
区
生
活
実
態

調
査
等
各
種
調
査
に
見
ら
れ
る
今
日
的
な

啓
発
課
題
を
踏
ま
え
、
全
市
的
並
び
に
校

区
ご
と
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。

▼
人
種
差
別
撤
廃
条
約
へ
の
加
盟
、「
国

連
識
字
の
十
年
」
等
の
国
際
年
の
意
義
を

積
極
的
に
受
け
と
め
、
広
く
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
。

▼
「
泉
南
市
部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条

例
」
・
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る

調
査
等
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

意
義
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
そ
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
市
民

の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
と
り
わ
け
、

平
成
十
七
年
三
月
に
同
条
例
に
違
反
す
る

悪
質
な
人
権
に
係
わ
る
差
別
事
象
が
生
起

し
て
お
り
、
事
象
の
内
容
・
背
景
に
つ
い

て
啓
発
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防

止
・
根
絶
の
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

▼
平
成
十
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た

「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
お
い
て
国
民
の
責
務
が
明

記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

講
談
師
の
旭
堂
小
南
陵

き
ょ
く
ど
う
こ
な
ん
り
ょ
う

さ
ん
に
、「
人

の
心
に
ひ
そ
む
差
別
」
と
題
し
ま
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
談
師
と
し
て
歴
史
か
ら
見
た
日
本
人

の
差
別
意
識
や
阪
神
大
震
災
の
経
験
を
通

じ
た
笑
い
と
差
別
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
く
と
と
も
に
講
談
も
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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様
々
な
相
談
の
場
面
で
、
相
談
者
に
ど
う

答
え
た
ら
い
い
の
か
、
な
に
に
焦
点
を
あ
て

た
ら
い
い
の
か
、
ど
ん
な
質
問
が
効
果
的
な

の
か
、
迷
う
事
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

相
談
者
の
心
理
に
寄
添
い
、
援
助
者
に
よ

る
二
次
被
害
を
防
止
し
、
援
助
者
・
相
談
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
為
に
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
＝
表
の
と
お
り
※
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
二
階
会
議
室
二

▼
講
師
＝
宮
本
由
起
代

み
や
も
と
ゆ
き
よ

さ
ん
（
心
の
サ
ポ
ー

ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
理
事
）

▼
対
象
＝
相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
／

二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
基
本
的
に
連
続
し
て
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
＝
八
月
五
日
貊
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
人
権
推
進
課
（
薀

祀
２
８
５
５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e

-

m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

）
へ

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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直通　薀 祀２８５５

八
　
月 

〜
事
例
研
究
を
通
し
て
〜 

十
九
日
貊 

二
次
被
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に 

内
　
　
容 

〜
援
助
者
の
自
己
管
理
〜 

援
助
者
自
身
が
疲
れ
な
い
た
め
に 

二
十
六
日
貊 

十
二
日
貊 

対
人
援
助
者
と
は
？ 

〜
対
等
な
関
係
で
人
と
か
か
わ
る
〜 

戦
後
六
十
年
を
迎
え
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
や
琉
球
の
歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
沖
縄
戦
が
終
わ
っ
た
と
き
、
人
々
の

心
の
痛
手
を
癒
し
、
立
ち
上
が
ら
せ
心
の
支
え
に
な
っ
た
沖
縄

伝
統
の
音
楽
を
、
自
分
だ
け
の
カ
ン
カ
ラ
三
線
を
作
っ
て
、
演

奏
し
沖
縄
の
人
々
の
思
い
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
＝
別
表
の
と
お
り

▼
講
師
＝
町
田
宗
隆

ま
ち
だ
む
ね
た
か

さ
ん
（
野
村
流
古
典
音
楽：

師
範
）

▼
対
象
＝
小
学
校
五
年
生
以
上
の
泉
南
市
在
住
・
在
勤
者
三
十

名
程
度
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
（
カ
ン
カ
ラ
三
線
組
み
立
て
キ
ッ

ト
含
む
）

▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
一
歳

以
上
就
学
前
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。
一
時
保
育
希
望
者
は
保

険
代
と
し
て
初
回
の
み
子
ど
も
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円
必
要
で

す
。

▼
申
込
み
＝
七
月
十
二
日
貂
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
一
時

保
育
の
要
否
を
記
入
の
上
、
人
権
推
進
課
へ
。
〒
五
九
〇
・
〇

五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
人
権
推
進
課
（
薀
祀
２
８
５

５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e

-m
a
il:jin

k
e
n
@
c
it
y
.

sennan.lg.jp

）

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

※
尚
、
二
回
目
以
降
は
三
線
の
練
習
を
行
い
な
が
ら
の
講
座
と

な
り
ま
す
。

７月２０日貉  

人権ふれあいセンター 

人権ふれあいセンター 

人権ふれあいセンター 

人権ふれあいセンター 

人権ふれあいセンター 

あいぴあ泉南　大会議室 

午後２時～４時 

７月２５日豺  
午後２時～４時 

８月　３日貉  
午後２時～４時 

８月１０日貉  
午後２時～４時 

８月１７日貉  
午後２時～４時 

８月２０日貍  
午後１時～２時 

カンカラ三線演奏会 
非核平和の集い　オープニングにて 

カンカラ三線入門講座Ⅲ 
古典芸能と民俗芸能 

カンカラ三線入門講座Ⅱ 
うちなぁーんちゅ（沖縄人）と三線 

沖縄の歴史・文化講座Ⅱ 
戦後の沖縄 

カンカラ三線入門講座Ⅰ 
カンカラ三線を作ってみよう！ 

沖縄の歴史・文化講座Ⅰ 
琉球王朝から近世までの沖縄 

と　　き 内　　　　　　容 と　こ　ろ 

二
〇
〇
五
　
人
権
入
門
講
座



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.７） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

７月６日貉 平成17年2月生 
８月３日貉 平成17年3月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

７月27日貉 
午後12時半～２時 平成15年12月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

７月13日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年12月生 

７月28日貅 
午後１時15分～45分 平成14年12月生 

歯みがき教室 ７月28日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年11月生 
平成15年11月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ７月６日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

　マスコミ報道でもご存知のように、日本脳炎ワクチンでADEM（急性散在性脳脊髄炎） 
が起きる可能性が否定できないので、安全なワクチンができるまで接種を見合わせます。 
日本脳炎の流行地へ渡航するなどの理由で、本人又は保護者が希望する場合はご相談く 
ださい。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

７月１日貊泉南医療福祉センター 
午前１０時～１１時半、午後１２時半～４時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

8月5日貊、8日豺、22日豺、 
29日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月22日豺 
午後１時～３時 

７月19日貂 
７月26日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ７月22日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ７月22日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、お茶、コップ。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、筆記用具 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

随時 
市内の各医療機関へ直 
接申し込んでください。 

随時 
市内の各婦人科医療機 
関へ直接申し込んでく 
ださい。 

日本脳炎の予防接種 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください 
生後12か月～７歳６か月未満。 
▼麻しん＝１歳～１歳３か月の間に１回▼風しん＝１歳から３歳の間に１回 

40歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎 
機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底 
検査を実施。便潜血検査２日法。 
※できるだけセットで受けてください。携行品は健康手帳。 
※費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-10薀83-2357 
▼福本医院・婦人科 信達市場378薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311薀82-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金・土曜午前のみ）りんくう南浜3-7 
薀80-5618 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。※費用＝600円 

20歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 
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▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貅
、
九

月
十
五
日
貅
、
十
一
月
十
七
日

貅
、
十
二
月
十
五
日
貅
の
午
前

中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
七
十
人

▼
費
用
＝
一
、
〇
〇
〇
円

▼
内
容
＝
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

医
師
診
察
等
（
必
要
な
方
に
心

電
図
、
眼
底
検
査
）

▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
日
貉
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話
で

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

こ
の
機
会
に
骨
年
齢
を
測
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
九
月
八
日
貅
、
九
日

貊
、
二
十
二
日
貅
、
三
十
日
貊
、

十
月
四
日
貂
、
三
十
一
日
豺
の

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
か
か
と
で
測
定
し

ま
す
の
で
、
当
日
は
ソ
ッ
ク
ス

な
ど
素
足
に
な
り
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
五
日
豺

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
で

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

グ
ッ
バ
イ
高
血
圧
・
高
脂
血
症

▼
と
き
＝
笊
八
月
十
九
日
貊
、

笆
八
月
三
十
一
日
貉
笳
九
月
二

日
貊
笘
九
月
五
日
豺

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
七
十
歳

未
満
の
市
民
で
循
環
器
疾
患
に

関
連
す
る
検
査
に
お
い
て
要
指

導
と
判
定
さ
れ
た
方
と
そ
の
家

族▼
定
員
＝
二
十
名
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
内
容
＝
笊
医
師
講
義
「
循
環

器
疾
患
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
」

笆
笳
栄
養
士
講
義
「
高
血
圧
・

高
脂
血
症
を
防
ぐ
食
事
」
笘
健

康
運
動
指
導
士
講
義
・
実
習

「
血
液
・
血
管
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
」

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

三
十
歳
〜
四
十
歳
未
満
の
女

性
を
対
象
と
し
て
、
乳
が
ん
検

診
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
一
日
貅
、
十
月

六
日
貅
の
午
前
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
〜
四
十
歳
未

満
の
女
性
市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
人

▼
費
用
＝
七
〇
〇
円

▼
検
査
内
容
＝
医
師
に
よ
る
視

触
診
・
超
音
波
検
査

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）、
バ
ス
タ
オ
ル
一
枚

▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
日
貉
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
九
日
貊
、
二

十
九
日
豺
、
九
月
六
日
貂
、
十

月
十
四
日
貊
、
十
一
月
十
四
日

豺
、
十
五
日
貂
、
十
二
月
十
二

日
豺
の
午
前
・
午
後
（
時
間
予

約
制
）
※
四
十
歳
代
の
方
は
、

九
月
六
日
貂
、
十
月
十
四
日
貊
、

十
一
月
十
四
日
豺
の
午
後
の
み

と
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
女
性

市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
五
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

▼
費
用
＝
七
〇
〇
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）、
バ
ス
タ
オ
ル
一
枚

▼
申
込
み
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話
で

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
―

▼
と
き
＝
七
月
十
九
日
貂
、
二

十
六
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二
時

半▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
九
日
貊

午
前
十
時
〜
午
後
二
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護

者▼
定
員
＝
親
子
十
五
組
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
、
お

茶▼
申
込
み
＝
七
月
十
五
日
貊
ま

で
に
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

基
本
健
康
診
査
が
有
料
、

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

乳
が
ん
検
診
（
超
音

波
検
査
）
を
実
施

骨
密
度
測
定
を
実
施

し
ま
す

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

循
環
器
疾
患

予
防
教
室

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
）
を
実
施

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

の
予
防
接
種
を
実
施



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

７月　１日貊 
　　　～ 
７月１４日貅 

７月１５日貊 
　　　～ 
７月３１日豸 

単なる宿泊施設ではなく、物の大切 
さを学ぶ場でもある紀泉わいわい村 
での生活を宿泊客にレポーターが密 
着してその様子をお伝えします。 

泉南市内各所で活動されている市民 
コーラスグループが一同に集い、活 
動紹介とともに日頃の練習の成果を 
楽しい歌声にのせてお届けします。 

環境教育の場 
紀泉わいわい 
村体験 
市民コーラス 
の集いＡＢＣ 
委員会合唱祭 

10

海からの風が少し冷たく感じられたこの日、岡田浦漁港の砂浜において、泉南高校の生徒２６名と西信達幼稚園の園児４０
名による砂浜の除草・清掃及び西信達幼稚園で育てたハマユウの植樹が行われました。最近では、ほとんどなくなってしまっ
た天然の砂浜に自生するハマヒルガオを守るため、砂浜の至る所に生えていた、園児達の身長の倍はあろうかと思われるアレ
チマツヨイクサが見る見るうちに収集場所に集められ、見違えるほど美しい砂浜となりました。その後、砂浜の一部の雑草を
全て取り払ったスペースには、園児達が「大きくなあれ」のかけ声とともにハマユウの苗が植えられ、今後はハマヒルガオと
ともに砂浜を訪れた方々の目を楽しましてくれることでしょう。 （５月１３日）

満開のハマヒルガオをみるために

４中学校区を巡回している赤ちゃん教室、この日は泉南
中学校区の「保育所見学と交流、ミニ講義」が浜保育所で
行われました。浜保育所の０歳児と赤ちゃん教室に参加し
た１歳未満の子ども達との交流は、環境の変化にもみな、
ぐずる事もなく落ち着いた様子で、保育所のペットボトル
等を利用した手作りおもちゃにより、和気あいあいとした
雰囲気で進み、子ども達の交流はそのままお母さん方の交
流の場となり、子育てについての相談や保育士さんへの質
問として有意義なものとなったように思われました。その
後保育所の各教室を見学し、保健師による「子どもによく
ある病気とその予防」の講義も開かれました。（６月９日）

子育てのネットワークづくりの一環
赤ちゃん教室
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七
月
に
入
り
い
よ
い
よ
本
格

的
に
夏
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
花
火
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
行
わ
れ
る

花
火
大
会
の
開
催
が
待
ち
遠
し

く
な
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
家
族
や
友
人
と
花
火
大
会

に
出
か
け
た
り
、
ま
た
家
庭
で

も
花
火
を
楽
し
む
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

近
年
の
花
火
は
、
様
々
な
種

類
が
あ
り
、
色
や
音
、
炎
の
か

た
ち
な
ど
の
演
出
で
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
楽
し
い
は
ず
の
花

火
で
す
が
、
そ
の
取
り
扱
い
方

を
あ
や
ま
る
と
火
傷
な
ど
の
怪

我
や
、
花
火
の
火
か
ら
火
災
を

起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

実
際
そ
の
よ
う
な
事
例
が
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
間
違
っ

た
遊
び
方
を
し
た
り
火
の
後
始

末
を
怠
る
と
そ
の
危
険
性
は
、

さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

☆
楽
し
く
花
火
を
す
る
ポ
イ
ン

ト・
注
意
書
き
を
必
ず
読
み
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る

場
所
で
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
風
の
強
い
と
き
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度

に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
分
解
し

な
い
。（
多
量
に
集
め
た
り
、
異

種
の
も
の
を
混
ぜ
る
と
大
変
危

険
で
す
。）

・
火
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う
。

花
火
の
原
料
は
「
火
薬
」
で

す
。
正
し
い
使
用
方
法
で
、
事

故
の
無
い
よ
う
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.city.sennan.osa

ka.jp/̃sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

22

この日、図書館において泉南市絵本とおはなし
の会による絵本の講座が開催され、市内の一般参
加の方はもとより市外で読み聞かせ活動をされて
いる方々の参加もあり沢山の方が講演に耳を傾け
ておられました。講師の三宅さんの講演は、ユー
モアたっぷりに朗読の素晴らしさを伝えられ会場
では随所に笑い声も起こり、時には分かり易く作
者の背景とともに、実際の絵本の朗読も交えられ、
その際には全員が水をうった様に静まり返り絵本
の世界に引き込まれるような感覚を受けました。
講演全体を通してもそれ自体が読み聞かせである
かの様な易しい語り口調で、絵本の魅力について
語ってくださり、メモを取る参加者の方も多数見
受けられました。 （５月２７日）

対象は大人

絵本の講座
大苗代区と周辺地区との住民間のふれあいを通

し地域の親睦を深めていくことを目的に、大苗
代・北野・中小路区合同による「ふれあい市場」
が一岡神社境内で行われ、沢山の人出でにぎわい
ました。区のやぐら保存会によるやぐらとのふれ
あいコーナーが設けられ、お祭りが待ち遠しいと
感じられた皆さんも多いことでしょう。フリーマ
ーケットコーナーでは各々のテントが所狭しと出
店され、地元で収穫された新鮮野菜や飲食物、衣
類等の生活用品が格安で販売され、大勢の皆さん
がお買い物を楽しまれていました。また、催しの
イベントとして「もち投げ」が行われ、大歓声が
沸き上がっていました。 （５月１５日）

やぐらの太鼓に笛、祭囃子
まつりばやし

に誘われて
ふれあい市場
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離発着する国際色豊かな飛行機の機体を眺めな

がら遊泳できる、珍しいビーチです。（写真上段）

真っ白な砂浜と浜風に揺れるヤシの木（写真下段）

が南国ムードをかもし出し、毎週末には多くの家

族連れなどの海水浴客でにぎわいます。

今年は、７月１６日貍・１７日豸の両日、「ビー

チフットボール　JAPAN TOUR ROUND５

第１４回関西大会」が開催される予定となってお

り、熱い熱戦が繰り広げられることでしょう。

また、ビーチのすぐ西隣には、りんくう南浜２

号緑地、通称「かめ公園」があり、海水浴帰りの

子ども達には、人気のスポットとなっています。

東隣には、白い大理石の石を敷き詰めた「マーブ

ルビーチ」があり、陽が傾きかける夕刻にはすば

らしい夕景が見られるスポットとして知られてい

ます。（写真中段）

海水浴を楽しむもよし、公園を楽しむもよし、

マーブルビーチの夕景を眺めながらゆったりとし

た時間をすごすもよし、楽しい夏の思い出をつく

りに浜辺に出かけてみてはいかがですか。

▼開設期間＝７月１日貊～８月３１日貉

▼開設時間＝▽平日：午前９時～午後５時

▽祝土日：午前８時～午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付：２００円

▽軽・普通自動車：１，２００円

▽大型車：３，０００円

▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝大人：４００

円／こども：２００円

▼問合せ＝樽井漁業協同組合薀祟５５１９

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （７／１２回）
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